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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、大量のデータを視覚化し効果的に把握するためのモデルを構築することで
ある。独自の３次元視覚化技術（KACHINA CUBE）を大幅に改良し、実践的に活用することによってこの課題にアプロー
チした。技術的成果としては、Webブラウザ上で動作する３次元情報ビュアーの新規開発に成功した。これによって各
種データセットにある種の「空間性」が付与され、“データセット全体の俯瞰”と“個別レコードの参照”を柔軟に切
り換えることが可能となり、これもとにいくつかの実用的機能が実装された。応用方法についても検討し、法情報、組
織情報、地域情報など異なる種類のデータ分析においてシステムの有用性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is the development of a new method to visualize vast 
amount of data. The KACHINA CUBE system that is an original 3D-data-visualizing system was improved in acc
ordance with the aim of the purpose. By using this system, a data-set could get a kind of spatial expressi
on and several useful functions could be realizable. Moreover, that makes it possible to switch on a flexi
ble basis between the display of whole data-set and the display of each record in the data-set in this vis
ualizing system. 
As a result of the inquest of this system's application, it became clear that the KACHINA CUBE is useful a
t a certain level for an analysis of law information, company information, and regional information.
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１．研究開始当初の背景 
（１）高度情報化社会といわれる昨今、人々
の処理能力をはるかに超える大量の情報が
流通している。このような「情報過多」環境
下において、いかに情報をわかりやすく表示
し、人々の「認知的負荷」を軽減するかは、
情報学における大きな課題といえる。 
 
（２）そうした中、多量のデータを視覚的に
わかりやすく表現するための手法である「デ
ータ視覚化（Data Visualization）」、あるい
は、イラストレーションやグラフィックスの
観点から親しみやすく情報をデザインする
「Infographics」に関する研究/実践の社会的
インパクトが増している。その一方で、Web
ベースの視覚化技術は未だ発展途上である。 
 
（３）先行の事例/研究の多くは、用途を特化
した上で、その視覚化技術の開発者本人、も
しくは、一定の情報スキルを備えたユーザし
か視覚化プログラムを操作・実行できない。
つまり、現在のところ、データの視覚化技術
は、その有用性が認識されてはいるが、誰も
が目的に応じて活用できる汎用のフレーム
ワークとして社会に浸透するには至ってい
ない。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、大量の資料・データ
を視覚化し効果的に把握するためのモデル
を開発することによって、人文・社会科学の
研究を支援する新たな手法を提示すること
である。この目的に対し、独自の３次元視覚
化技術（KACHINA CUBE システム）を大幅
に改良し、実践的に活用することによってア
プローチした。そして、実践的なフィールド
運用を実施し、システムの有用性の検証する
ことが課題となった。 
 
 （２）KACHINA CUBE は、Web ベースの
３次元視覚化支援ツールであり、また、デー
タベース機能を備えた CMS（Contents 
Management System）でもある。視覚化の
基本フレームとして、キューブ（立方体）の
持つ３軸のうち２軸を地図もしくは概念マ
ップとして設定し、残る１軸を時間軸もしく
はユーザ定義の任意設定軸として割り当て
る。これら 3 軸の設定は、Web 上のフォーム
を通じ誰でも行うことができる。こうして設
定された「立方体フレーム」の中に特定のデ
ータセットにおける全レコードがプロット
される。各プロットデータは、「フラグメン
ト」という小さな立方体型オブジェクトとし
て可視的に表現され、それをクリックするこ
とで、対応する詳細情報が別ウインドウに表
示される。 
 
３．研究の方法 
 社会的活用に耐えうる実用版 KACHINA 
CUBE の開発、および、運用と実験による有

用性の検証に力点をおいた。 
（１）海外機関等との共同を通じオンライン
上での「立方体表現」を深化させることに注
力した。具体的には、Away3D に代表される
３次元ＣＧライブラリと PHP や MySQL と
いったサーバーサイド開発環境を組み合わ
せることによって、既存のビジュアライザー
にはない「視覚的データ管理手法」を構築す
る。 
 
（２）地方行政における必須課題である「地
域文化コンテンツのアーカイブ化とその
Web 発信」における独自プラットフォームを
KACHINA CUBE ベースで構築した。３)は、
弁護士、法学者などと連携し、裁判員制度下
における「市民向け供述分析支援ツール」と
しての運用モデルの確立を目指した。４）で
は、企業におけるエビデンスベースの意志決
定や公正な人事評価を実現するための「見え
る化」支援ツールを経営コンサルティングフ
ァームと共同で構築した。 
 
４．研究成果 
（１）技術的成果としては、Web ブラウザ上
で動作する３次元情報ビュアーを新規開発
することに成功し、この新３次元情報ビュア
ーを用いることで、各種資料（データセット）
にある種の「空間性」を付与することが可能
となり、既存の仕組みにはない資料閲覧環境
が実現された。ここでは３次元ＣＧの視覚効
果を活用し＜データセット全体の俯瞰＞と
＜個別レコードの参照＞を柔軟に切り換え
ることが可能であり、これ基に「データダイ
ビング機能」などいくつかの実用的機能が実
装された。 
 また、システム（プログラム）におけるス
ケーラビリティを大幅に向上させることに
成功したため、今後、様々な機能や視覚表現
効果を追加していくことが可能になった。例
えば、現行の KACHINA CUBE では立方体
フレーム(図１)自体が持つ①x軸②y軸③z軸
に加え、④フラグメントの色を変量として設
定することで最大４次元の視覚表現が可能
であるが、今後、⑤フラグメントの大きさ、
⑥フラグメントの回転速度などの次元を追

  
図１ KACHINA CUBE の基本 UI 



加するなどすることで、より多くの変量を表
現するといったことが可能になった。 
 
（２）司法プロセスへの応用 
 裁判員制度の導入にともない、検察や弁護
士といった専門家だけでなく、一般の市民も
被告人の供述などの裁判過程で発生する大
量の資料を解釈しなくてはならない状況が
生じている。かねてより、KACHINA CUBE
システムは、こうした司法プロセスにおける
支援ツールとしての可能性が法学者や心理
学者から指摘されていた。本研究のひとつの
成果として、司法プロセスにおいて生じる供
述データを 3次元空間内にマッピングし（図
２）、理解の促進を可能にするいくつかの手
法を構築したことがあげられる。2012 年度～
2013 年度に関しては特に、供述データの分析
においてテキストマイニングと KACHINA 
CUBEによる3次元視覚化を併用する視覚化
手法を心理学者らと共同で開発することが
できた。図３は、裁判における供述データを
テキストマイニングによる対応分析を用い
て２次元マッピングし、さらに、KACHINA 
CUBE を用いて３次元化した様子である。 

 
（３）「人文学データベース」への応用にお
いても新たな知見が得られた。 
図４は、1908 年から 1954 年までの化粧品広
告に関するデータセットを KACHINA CUBE に
読み込み視覚化した様子である。ここでは、

広告の特徴をもとに作られた概念マップと
広告の発行年を基準にデータがプロットさ
れている。こうしたデータカテゴリーと時間
軸に沿った視覚的整理は多くの人文学研究
に応用可能である。 
 
（４）組織情報の視覚化ツールとしての運用
は、利用者へのインタビュー等から、高い有
用性を持つことが示唆された。具体的には、
KACHINA CUBE を用いることで、特定企業
の全社員を３次元ビュアー内にプロットす
ることが可能となり、人事戦略の分析をおこ
なう上で有用であるという知見が得られた。 
 図５では、ある企業の社員が①所属部署、

②等級、③年齢の 3軸を基準に、キューブ内
にプロットされている。例えばこれにより、

 
図５ 企業組織の視覚化 

 

図３ 対応分析結果の３次元視覚化 

 

図２ 供述の 3 次元マッピング 

 
図４ 化粧品広告の分布分析 



「年長者だが低等級」あるいは「若手だが高
等級」といった人材とその大よその割合を即
座に把握できる。 
 
（５）研究成果のアウトプットについては、
デジタル・ヒューマニティーズ関連学会、ヨ
ーロッパ法心理学会、経営情報学会といった
本研究におけるシステムの活用事例と関連
の深い諸学会にて積極的に発表をおこなっ
た。 
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